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を示す．タンク内圧 0.1 MPa にてバルブにより流量を変化させ，ガス巻き込みを発生せずに全液
量を排出可能な流量を計測する． 
 
























図 5 実機相当の飛行加速度及び飛行経路 
 
 








図7に示す極低温模擬推薬排出試験装置を試作した．タンクの内直径はφ 216.3 mm，全長は311.3 
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